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原 著

ヒト歯肉溝上皮下および上皮付着部におげる

微細血管構築について

野坂洋一郎　伊藤一三　岩井正行
　　岩手医科大学歯学部口腔解剖学第1講座来（主任：野坂洋一郎）

〔受付：1976年1月17日〕

　抄録：27才男性，50才男性，64才男性の3屍体を用い，墨汁を口腔粘膜が黒くなるまで顔面動脈，顎動脈，

下歯槽動脈から注入した。顎骨は10％ホルマリンで固定，ツェロイジンに包埋し，100～200μmの頬舌的

切片を作製した。結果は以下のごとくである。1）上皮付着の下には2層の血管網が存在する。2）内方の

血管網は20～40μmの管径の血管が大きな網目を形成する。3）外方の血管網は4～10μ仇の管径の毛細血

管が密な血管の網目を形成する。4）上皮付着の下には2層の血管網がひろがるが歯肉溝内上皮下には歯頸

部をとり囲む1層の血管網のみである。5）炎症歯肉においては，上皮付着部の内方の血管網は拡張してい

る。さらに進行すると，毛細血管は網状構造からループへと変化し，内方の血管網から細い血管が伸張して

いる。

緒 言

　歯肉の血管分布については近年毛細管顕微鏡

による観察（Forsslund　1）；Staple　and　Copley2）；

若野3）；上條ら4）；Kindlova　and　Scheinin5）；

HanssonεzαZ．6））　ラテックスの注入（Kind－

lova7～9）），墨汁注入（Keller　and　Cohenlo）；

Goldman1　D；後藤12）；鈴木13）；Castelli　and

Dempster14）；金井15）；安藤16）；野坂17））または

ヵ一ボンとゼラチンの混合，カーボン粒子によ

る標識法（Egelbergl8・19））により観察されて来

た。その結果，今日では付着歯肉，遊離歯肉に

分布する血管は顎骨周囲から供給されるものが

大部分で一部歯根膜血管網と吻合するといわれ

ている。一方臨床上最も炎症の初発しやすい，

歯肉溝上皮下の血管網，上皮付着部の血管網

については不明な点が多く，近年Hock　and

Nuki20）はガラス線維応用の透過光線を光源と

して用いた装置により歯頸部の歯肉溝上皮下

の血管についての生体観察を報告しているが上

皮付着部については触れていない。そこで今回

著者らは墨汁注入標本により歯肉溝上皮下およ

び上皮付着下の血管構築について観察を行なっ

た。

研究材料ならびに研究方法

　材料は新鮮な成人屍体3体で，年令，性別は

27才男性，50才男性，64才男性である。27才

男性は歯牙の欠損もなく，歯肉の状態は肉眼的

には健康であった。他の2例は欠損歯が認めら

れ，残存歯も歯肉嚢の形成が深く，歯周疾患に

罹患していた。屍体には3％ゼラチン加墨汁を

A．カゴα臨，A勿αエ〃αr砧およびA．α九εoZ一

ατむi㎡．より注入した。注入後10％ホルマリン

にて固定後，イオン交換樹脂を用いた10％ギ酸

で脱灰後，通法に従いツェロイジン包埋し100～
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250μ〃zの連続切片を作製，ウィンターグリーン

にて透明標本にした。切裁方向は矢状断（頓舌

方向）とした。標本は実体顕微鏡下で観察し，

一部連続切片をトレースし再構成して血管の走

向，種類を同定した。

観察成績

　顎骨に沿って上行して来た血管は，歯槽頂に

達すると2方向に分岐し，外側枝は上行して来

た血管の延長として歯肉遊離縁に向って固有層

中を走り，その間に分岐，吻合を繰り返す。内

側枝は歯槽頂に沿って走り，上皮付着下40～

120μmの位置を歯肉縁に向って上行する　（図

1）。上行する枝は互いに吻合して目のあらい

血管網を構成する（これを上皮下固有層血管網

という）。この血管網と歯根膜血管網の間に交通

枝が存在する。上皮下固有層血管網は管径20～

40μ〃2の細動・静脈に相当する血管で構成され，

これより上皮付着に向いほぼ直角の方向に枝が

出て，上皮付着直下に4～10μ勿の管径の毛細

血管よりなる網の目の細かな血管網を構成する

（この血管網を上皮下血管網という）（図2）。

これら2層の血管網は歯肉溝底に近づくにつれ

て互いに接近し，歯肉溝上皮下では一層の血管

網を構成するのみとなり，血管の径も上皮付着

直下の上皮下血管網より太くなり20～40μ勿と

なる。この血管網は外縁上皮下と異なり，毛細

血管ループを構成することなく平坦な血管網と

して歯牙をとり囲んでいる。

　歯肉溝底に初期の炎症像として円形細胞浸潤

が起ると，歯肉縁の頂に存在する毛細血管ルー

プの先端が拡張を示すようになり，歯肉溝上皮

下の血管網よりループが形成される。一方上皮

付着直下の血管網のうち径20～40μ沈の細動

脈，細静脈，毛細管後静脈で構成されている
“上皮下固有層血管網、、には管径の拡張が認め

られるが“上皮下血管網“の毛細血管には変化

は生じていない（図3，4）。

　炎症が中等度になり，円形細胞浸潤が明瞭に

認められるようになると遊離歯肉の部位の血管

は拡張が著明となり拡張した血管が互いに吻合
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しているが上皮付着底には毛細血管網はそのま

ま残在している（図5，6）。

　さらに炎症が著明となり，epithelial　ridge

が固有層に侵入し始めると歯肉溝上皮下の血

管網はループの形成が著明となりループの先端

が拡大し，静脈脚の拡張が起る。さらに上皮付

着下の”上皮下血管網、、もループの形成を認め

るようになる（図8）。遊離歯肉内一面に細

胞浸潤が認められるようになると上皮付着下に

は太い固有層血管網のみが残存し，これより細

い血管が歯肉縁の方向に伸張して歯肉嚢内上皮

下には非常に多くの血管ループが新生される。

これらのループは管径20μ勿前後に拡張し互い

に20～40μ解の管径の血管で吻合している（図

7）。

考 察

　歯肉溝上皮下及び上皮付着の部位は位置的

に毛細管顕微鏡では観察が不可能であり，注入

標本の作製もヒトに限ると困難な点が多いため

ほとんど報告がみあたらず，安頗6）の報告をみ

るのみで，内縁上皮下に密な血管網が分布する

と述べている。後藤］2），Egelberg1B）は犬で，Kin－

dlova922）はアカゲザルで，　Carranza2Dは犬以外

にマウス・ラット・ハムスター・モルモット・

猫を用い，Hock20）はフェレット・袋鼠・猫・犬

・ アカゲザルで観察を行ない歯肉溝上皮下には

ループを形成しない径7～40μ吻の血管により

構成される血管網が歯肉縁から歯肉溝底まで存

在すると述べている。Carranza21）は上皮カブを

とり囲む平板状の血管網が存在すると述べてい

る。

　歯肉溝上皮下の血管網および上皮付着の血管

網についてEgelbergl8・19）は細静脈の存在を述

べ，Hock20）は血管網へのafferent，　efferent

vesselは径20～45μ仇の枝であると述べ，これ

は著者らの“上皮下固有層血管網、、に相当す

る。この血管網よりさらに“上皮下血管網“を

形成しこれは毛細血管と考えられるが，Egel－

bergl8）は7～8μ勿以上の管径の終末循環血管

は真性毛細血管とはみなしえないと述べている
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が，Hock20）の生体観察例では5～9μ〃zの管径

の血管網が存在し，肉眼的に健康でも円形細胞

浸潤が起ったりepithelial　ridgeの形成が始ま

ると歯肉縁の血管網は変形しないで血管の拡張

のみが認められこれをn型，皿型と分類してい

る。著者やEgelberg18）の観察した健康歯肉は

この段階に相当しているものと考えられ，毛細

血管に初期の変化が起っているものと思われ

る。一方この2層の血管網のうち“上皮下固有

層血管網、、が細静脈に相当する血管で構成され

ていることは血管の透過性に関してこの部位の

変化が重要な意義を持っていることになる。歯

肉溝上皮下の血管網の炎症時における変化を

観察すると（図3，4，5，6），やはり最初に太

い血管に変化が起り，毛細血管には次いで変化

が生じている。Egelberg18・19）の慢性歯周病の時

に内縁上皮下に細静脈が増加し，この部にカー

ボンのラベルが著明であること，さらにHock20）

が述べるごとく血管変化が光顕的病理組織変

化に先行することから考えて，当部位の透過性

の充進（TUmer，23）；野坂17））が上皮付着を壊

し，歯肉溝を生理的な深さよりさらに深くする

要因となっていると考えられる。

　このように歯肉溝上皮下および上皮付着部の

血管構築が外縁上皮下と異なるのはEgelberg18）

は発生的な相異によるとし，Kindlova9）は上皮

付着底にコイル状の血管が存在しこれが咀噛圧

に対抗する構造であるとしている。しかしこの

ようなコイル状の像が出現するのはすでにこの

部の血管にHock20）の∬～皿型に相当する変化

が出現して来ているのではないかと思われるが

ヒトでも図5，6，8，に認められるように円

形細胞浸潤が起るとこのような像が出現するよ

うである。一方Waerhang24）はこの部の血管は

歯牙硬組織に上皮カブを接近させるためにこの

血管網の血圧が補助となっていると述べてい

る。しかし著者らは上皮付着細胞の3H－thymi－

dineのとりこみ実験の結果（Beagrie，25）Skou－

gaard26）；McHugh27）；Anderson28）；Kirschner

29））上皮付着部の上皮細胞が歯牙表面の方向に

移動し，硬組織へはヘミデスモゾームでしっか

9

りと結合している　（Listgarten30））ために，こ

の関係を推持するのに上皮付着下に血流を調節

する細動・静脈の血管網と毛細血管性の血管網

の2層の構造が必要であると考えている。

結 論

　成人屍体3体に墨汁注入後透明標本を作製し

歯肉溝上皮下および上皮付着部の血管構築を検

索し次の結論を得た。

1）歯肉溝上皮下および上皮付着部には顎骨に

　沿って上行した血管の内側枝が分布する。

2）上皮下および上皮付着部には血管網の構成

　をみる。

3）上皮付着部には固有層中に2層の血管網を

　構成し，“上皮下固有層血管網は20～40μ勿

　の管径の細動静脈と思われる血管が大きな網

　目構造をなしている。　“上皮下血管網“は上

　皮付着の上皮細胞直下に存在し，4～10μ勿

　の管径の毛細血管が細かな網目構造をなして

　いる。

4）歯肉溝上皮下には一層の血管網のみが存在

　し，　“上皮下固有層血管網、、と同様な構造を

　示す。

5）炎症が波及すると血管構築に変化を来し

　て，最初に“上皮下固有層血管網“の血管が

　拡張する。

6）上皮付着底の血管網は炎症がかなり波及し

　ないと変動しない。

7）上皮付着部に2層の血管網が存在するのは

　上皮と硬組織をしっかり結合させるのに必要

　な構造であると考える。

稿を終るにあたり，本研究のために貴重な標本をお

借し下さった東京歯科大学解剖学教室講師安藤彰

彦先生に御礼申しあげます。
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　　Ab8t戊ct：Three　dead　male　adults（27，50　and　64　years　old）were　examined．　The　india－illk　was

injected　into　the　A．允τゴαZ‘∫，∠1．7π砿〃αr‘s　and∠4、αZψθoταZゴぷ∠ψr‘or　ulltill　all　mucous　mem－

branes　of　the　oral　c的ity　turned　black．　The　jaws　were　fixed　in　10％for㎜lin　and　embedded　in

celloidin．1000r　250μm　thick　bucco－lingual　sections　were　taken　from　the　each　tooth．

　　The　results　are　as　follows．

1）　Two　networks　of　blood　vessels　lay　at　the　subepithelial　attachment．

2）　Inner　plexus　formed　a　netwark　of　rather　large　irregular　mesh　with　vessels　which　were　20－40

　　μ仇　in　diameter．

3）　Outer　plexus　formed　a　network　of　dens　mesh　with　capillaries　which　were　4－10μ彿in　diameter．

4）　Two　layers　of　network　of　blood　vessels　extended　at　the　subepithelial　attachment．　At　the

　lamina　propria　of　crevicular　epithelium，　a　single　layer　of　network　of　blood　vessels　encircled

　the　cervical　regions　of　the　teeth．

5）　In　inflamed　gingiva，　the　blood　vessels　of　inner　network　of　epithelial　attachment　were

　　dilated．　As　inflammation　progressed，　the　capillaries　became　to　form　the　loops　rather　than　a

　network，　and　the　fine　vessels　were　extended　to　the　loops　from　the　inner　network．
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図1：27才男性　上顎中切歯舌側歯肉　顎骨に沿って上行する血管は内外2枝に分岐して内側枝が歯肉溝上

　　皮下および上皮付着部に向う。上皮付着部で2層の血管網は歯肉溝内上皮下で1層の血管網となる。

　　et：上皮付着，　ce：歯肉溝上皮，　P：歯根膜血管網，　B：歯槽骨，　gm：歯肉縁
図2：27才男性　上顎中切歯舌側歯肉　上皮付着下には2層の血管網が存在し，内方に存在するものは，細

　　動・静脈よりなり網目も荒い。外方に存在するものは毛細血管よりなり網目も細かい。

　　pse：上皮固有層血管網（内方）

　　　pae：上皮直下血管網（外方）矢印は歯根膜血管網との吻合を示す。

図3：27才男性　上顎犬歯唇側歯肉　上皮固有層血管網の拡張と歯肉縁の頂の毛細血管ループが拡張を示す。

　　（矢印）

図4：27才男性　上顎小臼歯舌側歯肉　上皮下固有層血管網の血管は拡張しているが上皮下血管網には変化

　　は認められない。

図5：50才男性　上顎大臼歯舌側歯肉　上皮固有層血管網は拡張が著明であるが，上皮付着底には上皮下血

　　管網が認められる。

図6：54才男性　上顎犬歯舌側歯肉　上皮下血管網が上皮付着の部で消失し，上皮固有層血管網の枝のみと

　　なり，拡張した血管が増加しているが，上皮付着底には上皮下血管網が存在するが網目構造は乱れている。

　　（矢印）

図7：64才男性　上顎小臼歯部舌側歯肉　歯肉溝は深くなり盲嚢が形成され，epithelial　ridgeの形成も著

　　明で，円形細胞の浸潤が固有層全面に波及している。新生された毛細血管ループは拡張し，互いに吻合

　　している。固有層血管網から細い血管が上行しafferent　vesselとなっている。

　　　afv：afferent　vesse正nca：新生毛細血管ループ

図8：64才男性　上顎小臼歯舌側歯肉　epithelial　ridgeが形成され　歯肉溝上皮下にループが形成され，

　　上皮付着底の血管もループ状を呈する。


